
【通常過誤の例】 

誤った請求額：1 万円 正しい請求額：9 千円 

 

  
事業所 保険者 国保連合会 4 月 

15 日までに 

過誤申立書を提出 

4 月審査分 

として処理 

5 月 国保連合会 事業所 

過誤決定通知 

4 月請求分から 

1 万円引かれて 

支給される 

事業所 国保連合会 6 月 

10 日までに 6 月請求分として 

正しい請求額：9 千円を請求 

国保連合会 事業所 7 月 

6 月請求分として 

正しい請求額：9 千円

が支給される 

4 月の通常請求に

対する支払額 

100 万円 

4 月に行った過誤

取下げ金額 

1 万円 

5 月支払額 

99 万円 



【同月過誤の例】 

誤った請求額：1 万円 正しい請求額：9 千円 

 

 
事業所 保険者 国保連合会 4 月 

25 日までに 

過誤申立書を提出 

5 月審査分 

として処理 

5 月 国保連合会 事業所 

10 日までに 5 月請求分とし

て通常請求額と合わせて正し

い請求額：9 千円を請求 

過誤取下げ金額と正しい

請求額が相殺された金額

が 5 月請求分から引か

れて支給される 

事業所 国保連合会 6 月 

5 月審査分 

として処理 

5 月の通常請求に

対する支払額 

100 万円 

6 月支払額 

99 万 9 千円 

4 月に行った過誤

取下げ金額 

（－）1 万円 

5 月に再請求した

正しい請求額 

（＋）9 千円 

相殺 

－1,000 円 


